
● 点　鐘	 	 　　　	会　長　　高原　清人

● ロータリーソング	 	 	 　我らの生業
● 高山中央ロータリークラブ職業倫理基準
● 会長の時間　　　　　　　　会　長　　高原　清人

　皆さんこんにちは、本日は会員増強委員
会の担当例会です。足立委員長を始め委員
の皆様にはお世話になります。
　本日は会員増強について少し触れてみた
いと思います。
　当クラブの会員数は年当初 55 名でスタートしましたが、1
月より下畑旬平さんにご入会頂き現在 56 名であります。最
低年齢 44 歳、最高年齢 75 歳、平均年齢は 61.3 歳です。一
番多いのが 60 歳代で 28 名、次いで 50 歳代の 15 名、70 歳
代 7 名、40 歳代 6 名と続きます。平均年齢が 60 歳超えたこ
とは薄っすらと判ってはいましたが、数字に表してみますと、
既に還暦を過ぎた平均年齢となっています。ちょうど高木純
さんが等クラブの中心と言うことになりましょうか。たくさ
んの比較はしておりませんが、当クラブはロータリークラブ
としては決して年寄りのクラブではありません。
　然しながらこうして話している間にも我々は 1 歳ずつ年齢
を重ねており、5 年後、10 年後を見据えた時、クラブを維持
するためには、新会員獲得が必須となってきます。新しい会
員が入会されると、クラブは良い刺激を受け、活性化される
メリットもあります。古い話しになりますが、会員増強は昔
からある問題です。
　1969 年ジェームス　F　コンウェイＲＩ会長は「ロータ
リアンの年齢層は少しずつ高くなってきており毎年会員が
10％ずつ減っています。この減少を補いつつクラブを強化す
るには優秀な若手会員を何千人も連れてきて年齢層のバラン
スを良くする必要があります。」さらに 1978 年クレム・レヌー
フＲＩ会長は「私たちは優秀で積極的に参加してくれそうな
新会員を入会させても会員増強になったとは言えない。その

人たちにやる気を起こさせ、やりがいのあるプログラムに参
加させる機会を与えなければ、いずれ知らないうちに彼らは
いなくなります。」等と会員増強に対して厳しいメッセージ
を残しております。
　また、2010 年ＲＩ会員増強理事が「ロータリーは既に全
盛期を失ってしまったのか、いずれその機能を失ってしまう
危険を孕んでいるのか」という問題提起をし、ロータリーは
いずれ消えてしまう存在なのではないかと言う危機感が述べ
られております。また古いデータとなりますが、国際ＲＣは
2003 年 6 月末日で約 31,000 クラブにおよそ 120 万人の会員
が世界中にいました。7 年後の 2010 年 6 月末時点では、約
34,000 のクラブで 120 万人の会員です。3,000 のクラブ数が
増えたにもかかわらず、会員数はほとんど増えていません。
またこの 7 年間の間に世界のＲＣは 110 万人の新会員を迎え
ていたことが判りました。従って会員数が 120 万人しかいな
いのに 110 万人もの新会員を迎えていたと言う驚くべき事実
であります。つまり入会しても 2 ～ 3 年ですぐにやめていく
ケースが多いと言われています。
　そして現在、世界にあるＲＣの数は 35,681　会員数は 119
万 5,107 人となっています。120 万人伝説は既にもろくも崩
れ去っております。因みに日本のＲＣ数は 2,274　会員数は
89,302 人です。会員数で比較しますと、1933 年 ( 平成 8 年 )
の 131,000 人をピークに約 68％にまで減少しています。
　以上のデータでも判るように、もはや会員増強は国内外を
問わず緊急の問題であります。
　さて、当クラブはどうでありましょうか。2016 年 60 名を
ピークに現在 56 名となっております。減少傾向であること
は否めない現実であります。然しながら会員増強に特効薬は
無く、今日の例会のような、会員維持もまた大切な活動であ
ると考えます。更に本年度は、過去に推薦があったにも拘ら
ずいまだ入会に至っていない方々を今一度再確認し直す作業
も進めております。
　最後に皆様にお願いしたいことは、会員一人一人がスポー
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●  会員維持増強委員会　　　　　委員長　足立　常孝

　例会出席率がクラブ活動のバロメーター
であり、ロータリーの中核が例会でありま
す。「楽しい例会運営が会員増強の切り札で
ある」「今日の例会は楽しかった」「例会を
休むのが、もったいない」と思えるような
例会内容にするには、など例会についてテーブルディスカッ
ションを２０分程度行い、その後各テーブルで一番良いと
思われる意見をテーブルを代表して 1 名に発表して頂きまし
た。
各テーブルから出された意見は下記の通りです。
１）会員スピーチをもっと多くしてほしい。
　　理由①会員の職業の内容をもっと知りたい。
　　　　②講師例会より会員スピーチの方が真剣に聞いている。
　　　　③会員の性格や趣味を知ることが出来る
　　　　④スピーチされる会員も勉強になる。
　　　　⑤来高されるロータリアンの話を聞く。（ロータリー
　　　　　の友にスピーカー募集の記事を載せる）

２）企業訪問例会を増やして欲しい。
３）飲み会例会以外の家族例会を企画して会員家族に例会を
　　知ってもらう。
４）会長の時間を充実して極力短くして欲しい。
５）例会企画は、委員長だけでなく、委員会を開き相談して
　　よい内容に。
　　　　　　　

クスマンとなって、ＲＣをピーアールしていただきたいので
す。「地域社会への奉仕」「親睦・友情」等入会していなくて
も同じような機会を求めている人が大勢いるはずです。
会員増強は今日や明日の話ではありません、当クラブの 5 年
後、10 年後を思い描き、地道に活動して行こうではありま
せんか。

●  幹事報告 　　　　　　　幹　事　　岩本　正樹

　ＲＩ本部より
　　■ ザ　ロータリアン誌
　国際ロータリー第２６３０地区ガバナー
　事務所より
　　■ 2019 年地区研修・協議会開催のご案内
　　　日時：4 月 14 日（日）13：00 ～ 16：50
　　　会場：三重県総合文化センター
　　　登録料：10,000 円
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◀ニコニコＢＯＸ▶　
節分例会に参加が叶わず大変申し訳ありませんでした。
お詫びにニコニコへ。　　　　　　　　　　海老沢玲子

先日は妻の誕生日にお花をありがとうございました。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　渡辺　甚一
　

「スメハラ」には気をつけましょう。　　　  鶯塚　英雄

妻の誕生日と本日の結婚記念日にはお花をありがとうご
ざいました。なんと結婚 38 年目。　　　　  伊藤　正隆

本日も「さんしょうの会」パンを販売します。ご協力を
よろしくお願い致します。おつりは募金へお願いします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熊﨑　元康


